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1．問題提起
時制を発話時との関係で、絶対的テンス（tiempoabsoluto）と相対的テ
ンス（tiemporelativo）に分けて考えることがある1。絶対的テンスは発
話時と出来事時との直接的な時間関係（前時・同時・後時）を表す。相対
的テンスは、発話時以外の参照時点（主節の出来事時や時の副詞など）を
基準点として、複数の出来事間の相対的な時間関係を表し、その結果、発
話時との関係は間接的なものになる。
本稿で筆者は、絶対的テンス・相対的テンスをやや異なる切り口から見
ることを提案したい。伝統的には、絶対的テンス・相対的テンスは各時制
に備わる固有の特質である、とみなされてきた2。それに対して、絶対・
相対的テンスを各時制に内在する固有の性質としてのみ捉えるのではなく、
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絶対・相対的テンスは、文法的な環境の違い、およびテキストの違いによっ
てもたらされる派生的なテンスの性質である、とする見方である。この見
方によれば、各テンスは、絶対・相対どちらかのグループに本来的に属す
るのではなく、現れる環境（文脈・テキスト）によって・どちらの性質
（機能）をも帯びることになる。
時制によって、絶対的テンスとして機能する環境に多く現れる時制と、
専ら相対的テンスとして機能する環境に現れる時制とがある。また、絶対
的テンス環境と相対的テンス環境とで、意味の表れが異なる時制もある。
絶対的テンスか、相対的テンスかの区別は、動詞が本来もっている、テン
ス、アスペクト、ムードすべてに関わってくるのだが、ζれらの三つの機
能は、実はどのような環境に現れるかによって、見せる局面が異なってく
る。例えば、対話の文脈では、テンス・ムード機能が優勢になるが、語り
の文脈ではテンス・ムード機能は希薄あるいは無化され、アスペクト機能
が前面に出てくる、といった具合である。
ある動詞形式が、絶対的テンスとして、発話時に関連して出来事の「時」
を定める機能を発揮するのか、また、相対的テンスとして、発話時とは無
関係に、他の出来事時との関連で当該出来事の時間的位置を決定するのか
は、時制形式そのものの本質によるだけではない。当該動詞がどういった
文法的・テキスト的環境に現れるかが決定的に重要になる。
絶対的テンスは「発話時」を基準としている。「発話時」と（ほぼ）同
時を表すテンスは「現在」、「発話時」以前を表すテンスは「過去」、「発話
時」以後を表すテンスは「未来」となる。
「発話時」を基準とする絶対的テンスは、発話の現場を抜きにして語る
ことはできない。「発話」の場とは、話し手（と聞き手）が、今（＝発話
時）を共有し、刻々と進んでいく「今」をテンスとしての「現在」に置き
換えながら談話や対話を構成していく現実の場である。このときのテンス
は、基本的に、発話時点を起点として出来事や事象の時間関係を表す絶対
的テンスとして機能しているはずである。絶対的テンスは、発話の出来事
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を現実の世界に位置づけるダイクティックな役割を担っている。そうでな
ければ、対話の参加者は発話内容の「時」を同定することができず、潤滑
な対話の進行が妨げられるだろう。
これに対して、「発話時」を基準としない相対的テンスはどのような文
脈に現れるのだろうか。もっとも典型的な例としては、「発話」の場自体
が存在しない小説や物語の語りの部分（地の文）が挙げられる。物語や語
りを「時間的前後関係にある複数の出来事を一定のコンテクストの中で関
連づけるような記述」3であると考えると、時制との関わりでいえば、そ
れら複数の出来事間の相互関係（後か先か、同時か）のみが問題になって
くる。語りの世界は、脱テンス的であり、個々の出来事と発話時との関係
は考慮されない。これは、まさに相対的テンスの機能そのものである。
相対的テンスの現れるもう一つの環境は、従属節の中である。中でも、
主節に対する従属度の高い、接続詞queに導かれる名詞的従属節において
典型的に現れる。一般的には「時制の一致」と呼び習わされている環境で
ある。この場合、従属節の出来事時は、主節の出来事時に対する相対的前
後関係を表している。主節の出来事時が発話時に対して直接的な時間関係
を表すのに対して、従属節の出来事時は発話時に対しては問接的、二次的
なものとなる。
絶対的テンス・相対的テンスの現れる環境はほぼ次のようにまとめられ
る。ここでは、互いの相違点をわかりやすくするために典型的な環境のみ
を挙げ、おおまかに次のように考えておくことにする。
1．絶対的テンス環境（発話時を起点としてテンスが決定される）
対話の文脈における独立文や主節
2．相対的テンス環境（発話時を起点としてテンスが決定されない）
1）語りの文脈4
2）対話の文脈における従属節
今まで、相対的テンスの問題は、専ら、主節と従属節の出来事時との前
後関係、という視点から論じられてきた。相対的テンスが現れるもう一つ
一153一
高橋節子
のテキスト的環境（小説の地の文など）は、相対的テンスの現れる環境と
して別途に考えられることはほとんどなかった。時制に関する研究書で挙
げられる例文も、小説の地の文、会話、新聞などから無差別に抽出される
ことが多く、時制の意味の異なりをテキストの相違に結び付けて考察した
ものはあまり見られない。
ここでは、絶対的テンスとされている点過去5と現在完了、相対的テン
スとされている過去未来を取り上げて、それらが、文脈やテキストの相違
によってどのような意味の局面を見せるかを簡単にみていくことにする。
H．従属節内の点過去・現在完了
絶対的テンスとされている点過去6や現在完了7も、従属節に現れると相
対的テンス化される。
次の二つの例は、主節に未来形、従属節に点過去形が現れる例である。
（下線部は点過去）
①EIpr6ximolunesPedrosabraqu6notasac6eldfaanterior8．（来週の
月曜日、Pedroは自分が前日にどんな成績を取ったのかが分かるだろう）
②JuanpensaraelmartesqueMarfavisit6EIPradoellunes9．quanは
火曜日に、マリアが月曜にプラド美術館に行ったと思うだろう）
①②ともに従属節にsac6、visit6という点過去形が現れている。しかし、
この点過去は、発話時に対してのr過去」時を表しているわけではなく、
あくまでも、主節の出来事時（未来）に対して相対的に過去であることを
表しているに過ぎない。まさに相対的テンス機能そのものである。
次の二例は、やはり絶対時制に属するとされる現在完了が従属節に現れ
た場合である。（下線部は現在完了）
③Ma丘anaobservarasquehallovido．（あした、雨が降ったことが分かる
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だろう）
④Cuandoveasqueelmundotehaabandonado，renexionar議ssobrela
condici6ndeloshombreslo．（世界が君を見捨てたことが分かったとき、
君は人間の状態について考えをめぐらせるだろう）
⑤Estoysegurodequeenunassemanasheesαitoellibroquete
prometi．（数週間で君に約束した本をきっと書き上げるよ）11
③④⑤の従属節における現在完了も、発話時までに完了した行為を表し
ているわけではない。③④⑤の出来事時は未来の「時」に属する。にもか
かわらず、ここで現在完了が用いられているのは、主節の動詞や時の副詞
を基準時にして、それより以前、という相対的な過去時を表しているから
に他ならない。
点過去や現在完了は発話時起点の絶対的テンスとみなされている。しか
し、例①②③④⑤に見られるように、「未来のある時点からみた過去」を
表す相対的テンスとして機能することがある。従属節の点過去と現在完了
が表す出来事時は、発話時から見ると、未来に属する。基準となるr未来
のある時点」は主節の動詞形等が表している。
皿．テキスト・文法的環境と過去未来
次に、相対的テンスと目されている過去未来を見てみよう。過去未来は、
文法的環境とテキストの違いによって読みが非常に異なる動詞である。
従属節内では、主節の過去に属する動詞に対して、時間的に後（未来）
であることを示し、相対的テンスとして機能している。過去未来は、「過
去からみた未来」という説明がされる所以である。
⑥D加quellegarfaalahora．（彼は時間通りに着くよ、と言った）
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対話の世界では、テンスと同様、話者の発話態度が非常に重要になる。
対話のテキストにおける過去未来は、独立文や主節に現れると、モーダル
な機能（推量、非断定のムード）が前面に出て、テンス機能は副次的なも
のになる。文脈や時の副詞句などによって、テンスは現在（⑦）とも未来
（⑧）とも過去（⑨）とも解釈される。
⑦Megustarfasaberporqu6selod巧iste．（どうして彼にしゃべっちゃっ
たのか教えてほしいんだけど）
⑧Encualquierhoteldelujoestarfancontentosdurantesuestanciaen
Parfs．（どれでも豪華なホテルに泊まれるのならパリ滞在中彼らは満足す
るだろう）12
⑨Cuandoesta1161aguerra，61tendrfacincoa面smasomenos．（戦争が
勃発したとき、彼は5歳くらいだっただろう）13
⑦⑧⑨で示される過去未来の出来事時は、それぞれ、発話時を起点とす
る現在、未来、過去を表しており、発話時を起点とする絶対的テンスとし
て機能しているといえる14。
lV．語りのテキストと時制
最後に、語りの文脈で、時制がどのような機能を果たすのかを簡単に見
ておくことにする。語りの文脈の中でも、対話の文脈の対極にある小説の
地の文（特に過去形で三人称の語りのスタイルをとるもの）を取り上げる。
ここでは、そもそも絶対的テンスの基準点となる「発話時」そのものが存
在しない。すべての時制はテンスとしてのダイクティックな指示機能を失
い、出来事間の相対的な後先関係だけを指示する機能を担う。つまり、す
べての時制は相対的テンス化することになる。
まず、過去未来を見てみよう。過去未来は、上述したように、相対的テ
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ンスとして他の出来事時との相対的前後関係を表すためには、従属節に現
れる必要があった。しかし、すべてが相対的テンス化する語りのテキスト
では、必ずしも従属節に現れる必要はなく、独立文に用いられて、他の出
来事に対して後時（未来）を表す15。
以下の例文を見られたい。過去未来の部分に下線、後時を示す副詞句に
は波線を施してある。
⑩Enesamismaposici6nserfansorprendidosmuchosa丘osdespu6s，para
desdichadelosdos，ynolesalcanzarialavidaparapagarlol6．（何年も後
になって、ふたりは不幸なことにまったく同じ状態でいるところを見つけ
られ、生涯かけて償わなければならないはめになった）
⑪Asfpasarontodoelveranoymuchosa丘osmastardelosdos
recordarfanesasnochesvehementescomolamejor6pocadesusvidas17．
（その夏はこんな風に過ぎていった。ずっと後になっても、二人はこれら
の激しい夜を人生最良の時期として記憶に留めることになった）
⑫“Perosinoesasf”，1edirfadosa丘osdespu6slamuchachaqueen
esemomentoestabaasusespaldas18．（「でもそうじゃないのよね」二年
後、その時彼の後ろにいた少女が彼にこう言うことになった）
次に、絶対的テンスとされてきた点過去が、ダイクティックなテンス機
能を失う（相対的テンス化する）語りの場のなかでどのような機能を見せ
るのかを見てみよう。
点過去は、語りに用いられる時制の中でもっとも頻度が高く、語りに不
可欠な時制である。時間の流れに沿って出来事を並べていく歴史や民話の
ような語りでは、地の文の主動詞の多くが点過去形で構成されることもあ
る。
⑬Cuando61despert6ymir610quehabiahechoelsapo，tom6a6ste
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deunapata，10tir6alaguaysemarch6alamilpa．Cuancolleg6allf
viounagranavedevistosoplumajequeselevantabadelmaizaL
Rapidamentealz6suescopetaydispar6，perodelaves610pudocoger
algunasplumasporquesupunterfafa11619．（彼は目が覚めて、かえるが何
をしたかを見たとき、カエルの足をつまみ上げて、水に投げ込み、とうも
ろこし畑の方に立ち去った。そこに着くと、あでやかな長い羽の大きな鳥
がとうもろこし畑より飛び立つのを見た。急いで銃を取り上げ撃ったが、
何枚かの羽を得ただけだった。狙い損ねたからだった。）
AlarcosLlorach（1994）は、物語におけるこの点過去の特徴に触れて、
「単独で次々と起こる出来事をあらわすのに用いられる20」と述べている。
また、この特徴は、完結のアスペクト（teminativo）に関係しているとも
述べている。
工藤（1995）は、このように複数の文の有機的な時間的つながりを表す
機能を、イエスペルセンのタームを緩用して「タクシス」と呼んだ。語り
のテキストの中で、テンスは発話時を基点とするダイクティックな機能を
失い、相対時制化しながら、複数の出来事間の後・先・同時関係を表して
いく。
点過去は、物語が語られる順序で進んでいくことを表すときに用いられ
る。これは、点過去の持つ完結のアスペクトによるものである。「Vine，vi
yvencL」（私は来た、私は見た、私は勝った）という点過去の連続は、
venirという動作が完結し、次にverという動作が完結し、次にvencerと
いう行為が完結したことを表している。工藤1（1995）は語りを進行させる
完結相の働きを「継起タクシス」と呼んでいる21。
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V．まとめ
充分な議論が尽くせず、従って非常に暫定的な形にならざるをえないが、
絶対的テンスと相対的テンスに関する筆者の考えは一応次のようにまとめ
られる。
1）絶対的テンスは発話時と出来事時との直接的な時間関係（前時・同時・
後時）を表す。相対的テンスは、発話時以外の参照時点（主節の出来事時
や時の副詞など）を基準点として複数の出来事間の相対的な時間的後先関
係を表す。その結果、発話時との関係は間接的なものになる。
2）絶対・相対的テンスを、各時制に内在する固有の性質とみなすのでは
なく、絶対・相対的テンスは、文法的な環境の違い、およびテキストの違
いによってもたらされる派生的なテンスの性質であるとみなす。
3）絶対的テンスが現れる典型的な環境は、対話の文脈における独立文や
主節である。相対的テンスが現れる典型的な環境は、一つは語りのテキス
ト、もう一つは、従属節の中である。
4）語りのテキストと従属節内部では、テンスが、発話時と出来事時との
時間関係を示すダイクティックな機能を失い相対的テンス化する。その点
で、語りのテキストと従属節は類似している。
絶対的テンス・相対的テンスの問題は、時制におけるテンス・アスペク
ト・ムードをどう解釈するか、テキスト内の時制の機能をどう解釈するか、
主節と従属節の時制関係をどう捉えるか、等の問題と深く関わりあう大き
なテーマである。この研究ノートは、充分な論考が足りず非常にラフなス
ケッチにならざるを得なかった。多くの問題を今後の課題としたい。
注
1tiempoabsoluto、tiemporelativoは通常、絶対時制、相対時制と訳されている。
本稿では、r時制」という用語を、基本的にテンス・アスペクト・ムード機能を
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併せ持つ動詞形を指す場合に用いる。rテンス」は、動詞形態が持つr時」を表
す機能だけを取り出したときに用いる。従って、tiempoabsoluto、tiempo
relativoは、工藤（1995）にならって、絶対的テンス、相対的テンスと訳すこと
にする。
2ただし、各時制が絶対的テンス・相対的テンスどちらの性質をもつかの判断に
関しては、文法書によって違いが見られる。特に議論の的となっているのが、未
完結相の過去テンス（cantaba）をどちらのグループに入れるのか、という問題で
ある。これについては、Femandez，L．GyCamus，B．（eds．）（2004）参照。
3野家（1996）83頁
4語りの文脈は、話される場合も、書かれた場合も含む。しかし、最も典型的な
ケースとして、過去形で語られる三人称の地の文を想定する。
5スペイン語の時制を表す名称は、研究者によって一定していない。本稿では、
教授法の観点からよく使われている以下の名称を援用することにする。相当する
スペイン語の動詞の活用をカッコ内に示す。現在（canto）、点過去（cant6）、線
過去（cantaba）、未来（cantar6）、過去未来（cantarfa）、現在完了（hecantado）、
過去完了（habfacantado）、未来完了（habr6cantado）、過去未来完了（habrfa
cantado）。このほかに、接続法の諸時制があるが、本稿での例文には使わなかっ
たので、割愛する。
6点過去は、完結のアスペクトを持つ過去のテンス。未完結のアスペクトを持つ
過去テンス、線過去と対立する。
7haber＋過去分詞で表される複合時制形式。相対的テンスとみなされている。
（ただし、現在完了は絶対的テンスとされる）
Bosque，1．yV．Demonte（dirs．）（1999），p．206
ibid．，p．3065
GiliGaya，S．，（1961）p．153
山田（監修）（1995）323頁
ibid．，318頁
ibid．
従来、過去未来の説明として、従属節に現れる相対時制としての用法を「基本
的な用法」、独立節（文）に現れるモーダルな用法を「派生的な用法」として扱
うことが多かった。しかし、実際の使用頻度を見ると、モーダルな用法のほうが
圧倒的に多い。従属節に現れる用法をr基本」とする見方は、動詞の時制が持つ
三つの機能（テンス，ムード，アスペクト）を同等に見るのではなく、テンス機
能に比重を置いた見方だといえる。
高橋（1997）参照
Allende，1．（1982），p．98
1bid．，p．142
Sabato，E．（1999），p．15
Bravo－Villasante，C．（1984）
AlarcosLlorach，E．（1994），p．162
物語が単に進行していくだけならば点過去のみで他の時制は必要ない。しかし、
物語は、進行し、停止し、時には後退しながら、複雑に時間と出来事の関係を編
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み上げていく。進行していた語りが一旦停止する時には線過去が用いられる。こ
のときには線過去の持つ未完結のアスペクトが機能している。前進していた物語
が後退するときには、過去完了が用いられる。これは、過去完了の持つパーフェ
クト（perfecto）のアスペクトによるものである。点過去は語りの進行、線過去
は語りの停止、過去完了は語りの後退を表すといえる。基本的に、語りのテキス
トはこの三つの時制で構成される。
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